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１．看護学科の教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）  

 

１）教育課程の体系 

 看護学科の教育課程は、卒業認定・学位授与方針に基づき、それぞれの資質・能力がバラン

スよく身に付けられるように 6つの科目群から構成されています。また、学生が将来の進路

を明確にし、主体的に学ぶことができるように、看護探求コース、公衆衛生看護コース及び

養護教育コースの履修モデルを示しています。3つのコースともに看護学の学びを基礎とし

て、看護師国家試験受験資格を取得することができる教育内容となっています。 

 看護探求コースでは、臨床判断能力、看護実践能力を強化した教育内容となっています。

公衆衛生看護コースは、公衆衛生看護学の教育内容が充実しており、保健師国家試験受験資

格を取得することができます。養護教育コースは、看護学科の専門科目とともに教職科目を

履修し、養護教諭一種免許状を取得できる教育内容となっています。 

 履修モデルは、卒業認定・学位授与方針で示している資質・能力をバランスよく修得でき

るように、順序性と体系性に配慮されています。切れ目なく対象者理解とケアの学習を積み

重ねるために、講義と実習がリンクした教育課程を備え、かつ 1年後期から 4年前期にかけ

て継続的に実習を行っています。順序性と体系性については、カリキュラムツリーで示して

います。  

 

２）教育課程の編成 

1. 専門基礎科目は、看護学を履修する上で基礎となる「人のからだと行動の仕組み」、

「病態生理と治療」、「ひとの生活と社会」を理解するための科目を配置していま

す。人体の構造と機能や疾病構造、社会を支える保健医療制度を理解することで人々

の健康の維持増進と生活の質の向上に向けた看護を実践できるための基礎を養いま

す。主に１年生、２年生で履修します。 

2. 基幹科目は、看護学の基本となる重要な科目です。看護の場の理解、看護の対象の

理解を通じ、看護を実践するために必要な基礎的な知識・技術を修得できる科目を

配置しています。実践的に論理的思考力、課題解決能力を身に付けるため実習科目

を配置しています。 

3. 展開科目は、様々な発達段階、健康段階にある看護の対象と、その人々が生活・療

養する多様な場における看護展開のプロセスの理解を通じ、根拠に基づいたよりよ

い看護を実践し、看護学の発展に向けた課題解決のための思考力を身に付け、自分

の考えを適切に表現するための論理的思考力、課題解決能力、表現能力を身に付け

るための科目です。また、学内で学んだ知識、技術を用いて実際に看護実践を通じ

て看護ケア力を高め、自ら積極的に学習していく態度を身に付けることができるよ

うに臨地実習科目を配置しています。  

4. 実践的統合教育科目は、多職種や地域の人々と協働する視点を重視しながら主体的



に学ぶ態度を身に付け、これまでの学びを統合し、多角的な視点から、自らの課題

を探求していくことができるための科目です。看護専門職として課題解決能力を向

上させ、将来的な看護研究活動の基盤をつくるために、看護研究の基本を学ぶとと

もに、看護研究を実践する演習科目を配置しています。また、自らの選択したコー

スでの専門性を高めるためのテーマ別実習を設定しています。 

5. 関連科目は、既習の看護学の知識を更に発展させていくための、基礎的能力を身に

付けるための科目です。看護探求コースでは高度で実践的な臨床看護に関する科目

を配置しています。公衆衛生看護コースでは地域の健康課題を考えるための科目を

配置しています。養護教育コースでは学校における子どもの健康に関する科目を配

置しています。 

6. 免許・資格に関する専門科目は、専門職として、確実な知識・技術を定着し、資格

を取得するための科目です。公衆衛生看護コースでは、保健師国家試験受験資格を

取得するための科目を、養護教育コースでは養護教諭一種免許状取得のための科目

を配置しています。  

 

３）教育内容・方法 

1. 多様な対象者像を理解し、アセスメント力を身に付けるために、事例を用いた課題

学習を取り入れています。 

2. 対人援助や協働する力を養うために、自分の意見をまとめ、他者の意見を尊重する

ことを重視したグループディスカッションを取り入れています。 

3. 積極的な多職種連携を学ぶために、他学部との共同の講義・演習を設けています。 

4. 実習施設と連携を取りながら、実習先での臨床経験と振り返りを重視した実践教育

を行っています。 

5. 卒業後においても、看護の課題を探求し研究の視点を持ち続けるために、少人数制

（ゼミ）による研究指導を行っています。 

 

４）学修成果の評価 

1. 成績評価は、各科目の到達目標に基づいて、厳格に行います。 

2. 各科目の具体的学習目標に沿って成績の評価項目とその割合を定め、シラバスに記

載します。評価項目の対象は、授業態度、小テスト、自主学習態度、レポート、プ

レゼンテーション、学期末筆記試験、その他（実技、論文や制作物等の成果物等）

となります。 

3. 実習科目は、実習指導者の評価を参考に成績評価を行うことがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．栄養学科の教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）  

 

１）教育課程の体系 

 栄養学科の教育課程は、卒業認定・学位授与方針に基づき、それぞれの資質・能力がバラン

スよく身に付けられるように6つの科目群から構成されています。また、学生が将来の進路

を明確にし、主体的に学ぶことができるように、臨床栄養コース、食環境マネジメントコー

ス、食育実践コースの履修モデルを示しています。3つのコースともに栄養学の専門的な学

びを基礎として、管理栄養士国家試験受験資格を取得することができる教育内容となってい

ます。 

 臨床栄養コースは、傷病者や要介護者に対する栄養管理・栄養ケア能力を強化する内容と

なっています。食環境マネジメントコースは、健康な食生活を支援するための食環境づくり

を多面的に考える能力を強化する内容となっています。食育実践コースは児童・生徒を対象

とした栄養教育の能力を強化し、栄養教諭や高校家庭科教諭の免許取得に役立つ内容となっ

ています。 

 履修モデルは、卒業認定・学位授与方針で示している資質・能力をバランスよく修得でき

るように、順序性と体系性に配慮されています。順序性と体系性については、カリキュラム

ツリーで示しています。  

 

２）教育課程の編成 

1. 専門基礎科目は、栄養学を学ぶ上での基礎となる知識や栄養管理を遂行するために

必要な技能を習得するための科目群です。内容としては、公衆衛生、身体の仕組み

や機能、食べ物や調理等を学ぶ科目を配置しています。 

2. 基幹科目は、栄養学科で学ぶすべての科目の基本となる科目群です。内容としては、

食べ物と健康の関連、栄養と栄養素等のはたらき、疾病の成り立ち、栄養管理の基

本等を配置し、健康や栄養状態に関連する幅広い知識を修得する科目群です。 

3. 展開科目は、基幹科目にしたがって、特定の分野や学習範囲に特化し、発展的に深

める科目群です。内容としては、給食経営管理の理解、ライフステージ別の栄養管

理・栄養教育、公衆栄養活動、疾病の成り立ち及び傷病者や要介護者の栄養管理等

を学ぶ科目を配置しています。健康や栄養状態に関連する知識や技能を統合するこ

とで、課題を発見し、適切な戦略を立て、課題解決に向けた思考判断と実践ができ

る能力を修得する科目群です。また、健康増進や生活の質を向上させるための方法

を分かりやすく説明できる力も身に付けます。 

4. 実践的統合教育科目は、これまでの専門的な学びを統合し、管理栄養士として関連

する多職種及び地域社会の人々と協働し、対人援助を通じてチームの一員として活

躍するために自律的に学ぶことができる能力を身に付けるための科目群です。内容

としては、実践的な栄養管理を学ぶ臨地実習、より専門性を高める3つのコース別の

実践実習、栄養管理総合演習、ヒューマンケアチームアプローチ演習、専門研究等

を配置しています。臨床栄養コースの実践実習では臨床栄養実践実習を選択するこ

とになります。食環境マネジメントコースの実践実習では食環境マネジメント実践

実習を選択することになります。食育実践コースの実践実習では食育実践実習を選

択することになります。  

5. 関連科目は、既習の栄養学の知識を更に発展させ、幅広い知識、思考判断、態度を

身に付けるための科目群であり、コース別に選択を推奨する科目を配置しています。



臨床栄養コースでは臨床治療学、地域ケア論、高齢者ケア論等の科目の選択を推奨

しています。食環境マネジメントコースでは分析化学、食品加工学等の科目の選択

を推奨しています。食育実践コースでは被服造形論及び実習、居住環境論、保育学、

家族と生活、家庭電気・機械、学校栄養教育論Ⅰ、学校栄養教育論Ⅱ等の科目の選

択を推奨しています。 

6. 補習科目は、管理栄養士国家試験に向けて学習を補うための科目を配置しています。 

 

３）教育内容・方法 

1. 専門領域につながる知の基盤を確実に構築できるよう、複数の教員が科目内及び科

目間の連携をとりながら、学習の振り返りと定着を支援する、少人数制の教育体制

を充実させています。 

2. 講義や演習科目では、より能動的に学習できるように双方向の授業を展開し、学生

の理解度に応じた学習支援をしています。実験や実習では、その内容を現実のもの

として捉え理解を深められるように理論と実践を連結する工夫をしています。 

3. 食や健康を取り巻く様々な状況や予知できない事象に対し、最適な支援ができる対

応力が身に付けられるように、4年間を通して課題解決や現場対応能力を培えるよう、

アクティブラーニングを実施しています。 

4. 各コースの専門インターンシップとしての実習科目では、なりたい自身の専門職を

実現できるように、社会における役割や専門職として活躍する意義が実感できるよ

うな学習の機会とし、特に興味を持った課題について、専門職の視点をもって探究

できるよう、専門研究での指導体制を整備しています。 

5. 専門的な免許や資格を目指せるよう、管理栄養士国家試験対策や栄養教諭一種免許

状、高等学校教諭一種免許状(家庭)、食品衛生監視員及び食品衛生管理者（任用資

格）に必要な授業科目は、専門科目の授業内容を深められるような開講年次として

います。配当年次以上の学年であれば、他のコースの資格も目指すことができます。 

 

４）学修成果の評価 

1. 成績評価は、各科目の到達目標に基づいて、厳格に行います。成績評価の到達目標

項目とその基準を、ルーブリック等で提示する場合があります。 

2. 各科目の具体的学習目標に沿って成績の評価項目とその割合を定め、シラバスに記

載します。評価項目の対象は、授業態度、小テスト、自主学習態度、レポート、プ

レゼンテーション、学期末筆記試験、その他（実技、論文や制作物等の成果物等）

となります。  

3. 科目によっては、配属実習施設等の評価を参考に成果物も含め総合的に成績評価を

行うことがあります。 

 


